アトキンソン
柔軟な企業モデル
（目標）

　・企業の労働力需要（量と質の両面）への対応機能を向上
　・労働市場の需要や支払い能力を適切に反映した労働費用の実現

（実現するもの）
①人的資源のセグメント化
②業務の外部化

③労働時間制の柔軟化

④賃金制度の成果主義化　

この考えを日経連が取りいれたのが日本版「柔軟な企業モデル」で「雇用ポートフォリオ論」

